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∴∴∴∴∴∴∵ （￥懸 �下∴．裏：∴∴∴ 

∴∴∴∴　　　一一一一∴言∴∵∴∴ 　　　「∴∴ 

∴∴∴∴∴亨∴∴ ��　∴∴∴言．∴ ：∴∴∴∴∴　一∴∴ 

完成間近い遠賀郡消防の総元締遠賀郡消防本部庁舎

卜　遠賀町は、近年稀な建設ブームで、遠賀町庁舎をはじめ遠賀郡消防本部庁舎、県道遠賀、宮　1

〇　四線立体交差、国道3号線遠賀バイパス等、町、郡、県、国の大きな工頓が進められてお∴1

ト　り、3月の年度末完成を目指して、その槌音は遠賀平野に力強く響き酒気が感じられる。　1

人のうこき（謹鶴撃）
人　　口　　9，717人　（＋1）

男　　　　4，619　　（△5）

女　　　5．098　　（＋6）

虻語数　　2，492戸　（△6）

（）内は前月比

閣
図

一
　
日
　
　
全
国
緑
化
運
動
（
縁
の

羽
根
募
金
）

三
　
　
日
　
　
桃
の
節
句
　
耳
の
日

ヒ
　
　
日
∴
∴
消
防
記
念
日

二
　
十
口
　
　
春
分
の
日

二
十
二
日
　
　
放
送
謹
余
日

二
十
五
日
　
　
館
気
記
念
日



第137号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報「おんが」（2）

昭和45年度一般会計決算　　　（単位千円（）は％）

財産収入10・鮒（2・の　　　　　　県支出金6．約8（1．0 

町筋700（3．8）　　　　その他12・373 

諸収入　　　　　地方交鵬 

裁，㈱（7．9）　才人145・891（36・0 

405，812千円 

町　　税 

79，nl（20．の 

国庫支出金 

餌．館3（20．8） 

その他1．031（0．3）

第
一
回
定
例
議
会

開
催
さ
れ
る

遠
賀
町
議
会
第
一
回
定
例
議
会
が
去

る
一
月
三
十
一
日
頴
貸
さ
れ
会
期
十
三

日
間
で
次
の
議
案
が
審
頚
さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
議
案
第
二
号

昭
和
四
十
五
年
度
遠
賀
町
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
才
人
才
出
決
算
認
定

に
つ
い
て
、
原
案
認
定

（
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
才
人

才
出
決
算
を
議
会
の
認
定
に
付
し
た

も
の
で
す
。
）

一
般
会
計

才
人
　
四
〇
五
、
八
二
一
、
三
三
五
円

才
出
　
三
八
五
、
四
一
一
、
四
六
四
円

差
引
残
金
一
一
〇
、
四
〇
〇
、
八
七
一
円

特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
）

才
人
　
　
五
八
、
八
〇
七
、
八
〇
三
円

才
出
　
　
五
二
、
四
三
三
七
四
八
円

差
引
残
　
　
六
、
三
七
四
、
〇
五
五
円

特
別
会
計
（
廃
業
共
済
事
業
）

才
人
　
一
一
、
三
五
〇
、
七
五
五
円

才
出
　
　
　
八
、
三
九
一
、
七
六
六
円

差
引
残
金
　
二
、
九
五
八
、
九
八
九
円

○
議
案
第
二
号

昭
和
四
十
六
年
度
遠
賀
町
水
道
事
業

才
人
才
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

原
案
認
定

（
四
十
六
年
五
月
一
日
、
中
間
市
水

道
に
合
併
の
た
め
四
十
六
年
四
月
分

の
一
ケ
月
分
の
決
算
を
議
会
の
認
定

に
付
し
た
も
の
で
す
。
）

○
議
案
第
三
号

昭
和
四
十
六
年
度
遠
賀
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
4
号
）
原
案
可
決

（
補
正
額
二
〇
、
八
四
七
千
円
で
、

主
な
も
の
は
、
尾
崎
地
区
学
習
等
供

用
施
設
設
置
蒔
業
費
、
人
草
院
勧
告

に
基
づ
く
給
与
改
訂
の
予
算
で
す
）

○
議
案
第
四
号

昭
和
四
十
六
年
度
遠
賀
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

原
案
可
決
（
補
正
額
八
三
七
千
円
）

○
議
案
第
五
号

照
和
四
十
六
年
度
遠
賀
町
農
薬
共
済

諒
柴
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

原
案
可
決
（
補
正
額
二
五
九
千
円
）

（
以
上
二
件
は
、
給
与
改
訂
に
伴
う

予
算
で
す
。
）

○
議
案
第
六
号

遠
賀
町
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

原
案
可
決

（
人
尊
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
訂

に
関
す
る
条
例
を
改
正
す
る
も
の
）

○
議
案
第
七
号

遠
賀
町
謹
会
の
議
員
の
鞍
部
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
　
原
簗
否
決

○
議
案
第
八
号

遠
賀
町
特
別
職
貝
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
都
改
正

に
つ
い
て
　
原
案
否
決

○
議
案
第
九
号

遠
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

及
び
勤
務
時
間
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
　
原
案
否
決

（
議
案
第
七
、
八
、
九
号
の
三
件
は

一
般
職
職
員
の
給
与
改
訂
に
伴
い
、

議
会
議
員
の
報
酬
、
常
勤
特
別
職
の

給
与
を
改
正
す
る
た
め
の
条
例
改
正

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
財
政

の
事
情
等
か
ら
、
特
別
職
の
給
与
鞍

部
は
引
き
上
げ
る
べ
き
で
な
い
と
し

て
改
正
案
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
）

○
議
案
第
十
号

遠
賀
町
役
場
課
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
　
原
案
可
決

（
役
場
事
務
の
能
率
向
上
と
、
窓
口

業
務
の
改
善
の
た
め
機
構
を
改
正
し

た
も
の
）
　
1
割
表
参
照
－



第137号（8）広報「おんが」

飲，∴∴∴機 雷余 技∴∴∴∴長 十日 �調 香 l 助 役 

黒　蜜　壷　虚　　壷　金　島 

警務念念 珠苧膚I ii 折社∴学∴繊虞∴会 育会務会胃 係∴1治∴係∴∴係 �　遊楽生　民　国　務 ∵I上土÷十十十 

l川 �区　　名 �蝿　　所 �時　　間 

3 月 30 白 木 �松　ノ　本 �生産組合長竿 �9．00－　9．30 広　　　波 �公　民　館 �9．30－10．30 

適∴∴∴脊 � �10．30－－11．00 

島　　　津 � �11．00－－12．00 

若　　　松 � �13．00－14．00 

鬼　　　津 � � 

尾　　　崎 � �15．00一16．00 

別∴∴∴府 � �16．00－17．00 

千　代　丸 � �16．00－16．30 

3 月 31 日 金 �今　古　賀 �公　民　館 �9．00・－10．00 

士　別　府 � �10．00～11．00 

木　　　守 � �ll．00一12．（鳩 

若　葉　台 � �13．00ー13．30 

浅　　　木 � �13．30－－14．00 

虫　盤∴津 � �14．00－15．00 

東町、西町 �東町公民館 �15．00～16．00 

老　　　良 �公　民　館 �16．00－i17．00 

遠∴鶴　川 �役均 保健衛生係 �8．30－17．00 

新　　　町 

旧　　　館 

－
役
場
の
事
務
機
構
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
－

か
ね
て
か
ら
役
場
曹
務
の
能
率
向
上

の
た
め
機
構
改
革
を
検
討
中
で
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
謹
そ
の
案
が
で
き
憩
会

の
議
決
を
経
て
、
三
月
一
日
か
ら
新
し

い
機
構
に
変
り
ま
し
た
。

機
構
お
よ
び
取
扱
車
務
の
横
雲
は
次

の
通
り
で
す
。

各
課
分
掌
事
務

…
庶
務
課
…

l
　
渉
外
に
関
す
る
こ
と
。

2
　
職
員
の
進
退
、
服
務
並
び
に
給
与

及
び
身
分
に
関
す
る
こ
と
。

3
　
条
例
、
規
則
、
規
程
に
関
す
る
こ

と。
4
　
諒
会
に
関
す
る
こ
と
。

5
　
行
政
一
般
に
関
す
る
こ
と
。

6
　
文
書
管
理
並
び
に
文
書
指
導
に
関

す
る
こ
と
。

7
　
選
挙
管
理
委
員
会
に
関
す
る
こ

と。
8
　
消
防
及
び
水
防
に
関
す
る
こ
と
。

9
　
監
査
委
員
に
関
す
る
こ
と
。

1
0
　
他
課
の
所
管
に
屈
さ
な
い
こ
と
。

…
企
画
室
・

1
　
政
策
の
総
合
企
画
及
び
調
査
に
関

す
る
こ
と
。

2
　
各
課
室
の
連
絡
、
調
整
、
統
制
に

関
す
る
こ
と
。

3
　
予
算
そ
の
他
財
務
に
関
す
る
こ

と
0

4
両
財
産
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

5
　
そ
の
他
一
般
財
務
行
政
に
関
す
る

こ
と
。

6
　
秘
書
に
関
す
る
こ
と
。

…
住
民
震
…

1
　
住
民
相
談
室
の
運
営
に
関
す
る
こ

と。
2
　
声
籍
、
住
民
登
録
に
関
す
る
こ

手－。
3
　
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

4
　
そ
の
他
窓
口
業
務
に
関
す
る
こ

と。．庫生練．

1
　
保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と
。

2
　
社
会
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

3
　
国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と
。

．
産
業
練
∴

1
　
農
林
畜
産
物
の
生
産
指
導
に
関
す

る
こ
と
。

2
　
座
薬
の
近
代
化
蒔
柴
に
関
す
る
こ

と
0

3
　
商
工
業
に
関
す
る
こ
と
。

4
　
盛
業
共
済
謡
菜
に
関
す
る
こ
と
。

5
　
農
業
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
。

6
　
そ
の
他
一
般
農
林
行
政
に
関
す
る

こ
と
。

．
建
設
練
州

1
　
土
木
に
関
す
る
こ
と
。

2
　
道
路
及
び
水
路
に
関
す
る
こ
と
。

3
　
建
築
に
関
す
る
こ
と
。

4
　
回
土
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

i
固
定
資
産
税
台
帳
の
縦
覧
0
0

－
　
三
月
一
日
か
ら

三
月
二
十
日
ま
で
…

地
方
説
法
第
四
一
五
条
の
規
定
に
よ

り
、
胴
和
四
十
七
年
度
固
定
資
産
課
税

台
帳
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す

の
で
、
関
係
者
は
同
期
間
中
に
閲
覧
さ

れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

謹

1
縦
蒐
期
間
　
昭
和
4
7
年
3
月
1
日
か

ら
昭
和
幻
年
3
月
2
0
日

ま
で

2
統
轄
場
所
　
役
場
住
民
課
税
務
係

3
縦
覧
時
間
　
9
時
か
ら
1
7
時
ま
で

（
日
、
祭
日
、
土
曜
日
の
牛
後
を
除

く）

国
保
の
健
康
保
険
証
が
更

新
（
緑
色
）
さ
れ
ま
す

現
在
ご
使
用
中
の
国
民
健
康
保
険
証

（
桃
色
）
は
、
三
月
一
二
十
一
日
で
有
効

期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
来
る
三
月
三
十

日
、
三
十
一
日
の
二
日
間
次
の
と
お

り
係
員
が
出
向
い
て
現
在
ご
使
用
中
の

保
険
証
と
引
替
え
に
新
保
険
証
　
（
緑

色
）
に
更
新
い
た
し
ま
す
の
で
該
当
者

は
必
ず
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
o

な
お
、
四
月
一
日
か
ら
新
保
険
証

（
緑
色
）
で
な
い
と
受
診
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
留
意
下
さ
い
。



広報「おんが」（4）

生年月　日 �受給 資格 期間 �統年4月 ～00才ま で期間中 余裕 �i生年月日 �受給 資格 期間 �統年4月 ～00才ま で期間中 余裕 �生年月日 �受給 資格 期間 �統年4月 一00才ま で期間中 余裕 4年と 

年 10 �0年 4月から �大9．4．2から �年 15 �4年と 月か � �‾牢 24 

生れ月前 の日放 �大10．4．1まで ��4　ら 生れ月Ri の月数 �昭5．4．1まで ��4月かっ 生れ月前 の日放 

大2．4．1まで �10 �1年と �大10．4．2から 大11．4．1まで �16 � �昭64．1まで �25 � 

大2．4．2から �10 �2年と � �17 � � �25 �5年と 

太3．4．1まで ���大12．41まで ���昭17．4．1まで 

大3．4．2から �10 �3年と � �18 � �昭7．4．2から �25 �6年と 

大4．4．1まで ���大13．4．1まで ���昭8．4．1まで 

大4．4．2から �10 �4年と � �19 � � �25 �7年と 

大5．4．1まで ��� ���昭9．4．1まで 

大5．4．2から �11 � � �20 � �昭9．4．2から �25 �8年と 

大6．4．1まで ���大15．4．1まで ��� 

大6．4．2から �12 � � �21 � �昭10．4．2から �25 �9年と 

大7．4．1まで ���昭2．4．1まで ���昭11．4．1まで 

大8．4．1まで �13 �‾∴∴∴＿ �昭2．4．2から 昭a4．1まで �22 � � � � 

大8．4．2から 大9．4．1まで ※金箱期間働・・ �14 …・11日 �生れは生れ �月の前々月進の月 �23 枚とす �る � � �音 

老合受給資格期間は漁4．1以降の厚生年金又は共済抱合と合した時も通算老令年金の受給資格ができます。

国
民
年
金
未
加
入
者
並
び

に
保
険
料
未
納
者
の
皆
さ

ん
へ
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
老
令
年
金
の
受
給
資
格

期
間
は
、
別
表
の
と
お
り
各
自
の
年
令

あ
な
た
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、

余
裕
期
間
以
上
の
保
険
料
未
納
期
間
が

あ
る
と
、
老
令
年
金
受
給
資
格
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
最
低
必
要
期
間
だ
け
の
納

付
が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
は
納
期

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
老
令
年
金
受
給
資
格
を

得
る
た
め
に
、
昭
和
4
7
年
6
月
0
0
日
ま

で
は
、
こ
の
時
効
に
な
っ
た
保
険
料
は

一
ケ
月
、
四
五
〇
円
で
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
1
月
、
1
0
月
、
1
月
、
1
月
ま
で
各
　
　
未
納
者
は
最
低
必
要
期
間
分
だ
け
で

に
応
じ
た
期
間
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
　
月
の
前
三
ケ
月
分
を
納
付
す
る
）
よ
り
　
も
お
早
く
納
付
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
年
を
経
過
し
ま
す
と
、
時
効
で
納
付
　
し
ま
す
。

溌
五
九
才
以
下
満
二
〇
才
以
上
の
方

で
末
加
入
者
は
早
急
に
手
続
き
を
し
て

加
入
く
だ
さ
い
。

分
割
で
納
付
さ
れ
る
場
合
又
は
詳
し

く
は
八
幡
社
会
保
険
専
務
所
（
館
話
六

七
一
－
二
六
六
一
）
か
役
場
厚
生
課
福

祉
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
（
水
洗
便
所
）
を

設
置
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ

現
在
、
家
庭
の
ゴ
ミ
は
ポ
リ
容
器
な

ど
で
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が

ゴ
ミ
焼
却
場
の
完
成
に
伴
っ
て
、
分
離

収
集
を
し
ま
す
の
で
、
お
手
数
を
か
け

ま
す
が
、
か
く
ご
家
庭
の
ゴ
ミ
は
「
燃

え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
」
と
に
わ

け
て
お
出
し
下
さ
い
。

⑤
燃
え
ろ
ゴ
ミ
残
　
菜
、
残
飯
、
紙
類

小
さ
な
木
切
れ
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
類

⑤
燃
え
な
い
ゴ
ミ
　
蛮
力
ン
、
空
ピ

ン
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
金
属
類
、

豆
炭
カ
ス
、
ガ
ラ
ス
製
品
、
レ
ン
ガ

額
、
土
砂
類
な
ど
。

な
お
、
四
月
一
日
か
ら
、
燃
え
る
ゴ

ミ
に
つ
い
て
は
、
役
場
か
ら
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
の
で
、
各
家
庭

で
袋
に
入
れ
て
収
集
に
出
し
て
く
だ
さ

い。

燃
え
る
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
従
来
通

り
、
週
一
回
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
に
つ
い

て
は
月
二
回
収
集
し
ま
す
。

生
活
環
塊
、
特
に
衛
生
思
想
の
向
上

を
反
映
し
、
家
庭
の
浄
化
槽
（
水
洗
便

所
）
の
普
及
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
浄
化
槽
を
設
置
す

る
場
合
は
、
次
の
条
件
と
義
務
が
あ
り

ます。
一
、
放
流
先
に
つ
い
て

公
共
下
水
道
、
登
付
の
下
水
路
（
暗

渠
側
溝
）
公
共
河
川
に
通
じ
流
水
量

の
多
い
場
合
は
設
置
可
能
で
す
。
た

だ
し
関
係
部
落
の
承
諾
を
受
け
る
こ

｝
－
。

二
、
設
置
の
義
務

浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
所
定
の
．

届
出
書
を
保
健
所
へ
提
出
の
こ
と
。

（
届
出
用
紙
は
保
健
所
に
あ
り
ま

す）
三
、
浄
化
槽
設
置
後
の
義
務
（
維
詩
管

理
）
に
つ
い
て

の
定
期
的
清
掃
（
最
低
年
一
回
）

0
滴
誌
剤
の
補
給

の
機
能
点
検

日
放
流
水
の
水
質
検
査
の
義
務
（
最

低
年
一
回
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
遠
賀
保
健
所
（
期
）

四
一
六
一
）
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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引
揚
者
等
に
対
す
る
特
別

交
付
金
の
時
効
迫
る

外
地
か
ら
引
揚
げ
ら
れ
た
方
で
左
記

に
該
当
す
る
場
合
は
特
別
交
付
金
が
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
請
求
期
限

が
本
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
未
講
求
の
方
は
至
急
支
給

由
諸
手
続
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

記

一
、
原
則
と
し
て
外
地
に
終
戦
ま
で
引

続
き
、
一
年
以
上
本
拠
を
有
し
て
い

た
こ
と
。

二
、
そ
の
他
特
別
に
認
め
ら
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

・

！

さ

～

“

教

，

“

－

．

“

－

－

一

～

！

“

～

“

“

“

“

一

°

．

－

－

！

さ

J

m
恩
給
法
及
び
戦
傷
病
者
戦
同

州
没
看
過
振
援
護
法
－
部
敵
側

言
∴
∴
∴
∴
…

四
十
六
年
十
月
一
目
か
ら
次
の
よ
う

な
恩
給
や
年
金
な
ど
が
支
治
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
な
る
べ
く

早
目
に
役
場
福
祉
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い。一
、
旧
軍
人
等
の
特
例
傷
病
恩
給

大
東
亜
戦
争
（
昭
和
十
六
年
十
二
月

八
日
）
以
降
内
地
、
朝
鮮
、
台
湾
、
関

東
州
な
ど
で
職
務
に
関
連
し
て
負
傷
し

た
り
、
病
気
に
か
か
っ
て
一
定
限
度

（
第
五
歌
症
）
以
上
の
障
雷
が
あ
る
者

に
支
給
（
公
務
傷
病
年
額
の
盤
1
0
相

当
額
）
　
（
新
設
）

一
「
旧
軍
人
等
の
次
の
加
算
年
（
戦
地

外
戦
務
加
算
、
各
稽
職
務
加
算
年
）
を

新
し
く
認
め
て
恩
給
を
支
給

㈲
　
戦
地
外
戦
諺
加
算

ア
、
航
空
基
地
職
務
加
算

ィ
、
増
給
、
藷
切
、
居
残
食
料
支
給
指

定
部
隊
勤
務
者

ウ
、
直
接
防
衛
に
関
す
る
勤
務
従
事
者

の
　
通
販
、
不
鮮
度
地
動
説
加
算

ア
、
辺
隈
、
不
健
康
地
勤
務
加
算

ィ
、
各
猛
職
務
加
算

の
航
空
勤
務
加
算

㈹
戦
車
勤
務
加
算

㈲
潜
水
艇
勤
務
加
算

㊤
不
健
康
薬
諺
加
算

㈱
遠
洋
航
海
鰹
隊
勤
務
加
算

三
、
旧
軍
人
等
の
一
時
恩
給
支
給

引
続
く
実
在
職
三
年
以
上
七
年
未
満

の
下
士
官
以
上
（
下
士
官
以
上
の
在
職

年
が
一
年
以
上
）
の
者
に
支
給
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

四
、
外
国
政
府
職
員
等
抑
留
等
の
期
間

お
よ
び
そ
の
他
の
通
算

㈲
外
国
政
府
職
員
等
は
昭
和
二
十
年

八
月
八
日
ま
で
在
職
し
て
い
た
者
は
全

期
間
を
、
又
引
続
き
海
外
に
抑
留
等
さ

れ
た
全
期
間
も
通
算
し
て
恩
給
を
支
給

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

㈲
戦
犯
と
し
て
の
拘
禁
期
間
を
通
算

し
て
恩
給
を
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た

五
、
遺
族
援
護
法
の
一
都
改
正

㈲
支
那
誌
変
中
に
内
地
等
で
勤
務
に

関
連
し
て
死
亡
し
た
軍
人
、
準
軍
人
の

遺
族
に
遺
族
年
金
を
支
給
す
る
。

㈲
大
東
亜
戦
争
（
昭
和
十
六
年
十
二

月
八
日
）
以
後
に
内
地
等
で
勤
務
に
関

連
し
て
死
亡
し
た
軍
人
（
文
官
）
軍
属

準
軍
属
の
遺
族
に
弔
慰
金
、
遺
族
年
金

等
を
支
給
す
る
。

聞
耳
人
恩
給
復
活
当
時
六
十
才
未
満

で
あ
っ
た
軍
人
の
父
母
等
に
遺
族
年
金

（
七
千
円
）
を
支
給
す
る
（
恩
給
法
で

扶
養
加
給
さ
れ
て
い
る
も
の
は
除
く
）

の
軍
人
軍
属
　
（
元
軍
人
軍
属
を
含

む
）
が
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
以
後
引

き
続
き
海
外
に
あ
っ
て
受
侮
り
病
に
よ

り
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
遺
族
に
弔
慰

金
遺
族
年
金
を
支
給
す
る
。

㈲
入
営
途
上
又
は
復
員
後
帰
郷
途
上

に
お
い
て
死
亡
し
た
者
の
遺
族
に
特
別

支
出
金
十
万
円
を
支
給
す
る
。

㈲
夫
に
対
す
ろ
遺
族
年
金
等
の
支
給

条
件
が
緩
和
さ
れ
支
給
さ
れ
ろ
。

◎
陣
容
年
金
、
瞳
容
一
時
金

の
軍
人
（
文
官
）
軍
属
が
蒋
変
地
に

於
い
て
、
公
務
傷
病
と
み
な
さ
れ
る
傷

病
の
範
囲
を
第
三
款
症
か
ら
第
五
款
症

ま
で
拡
大
し
て
傷
害
年
金
を
支
給
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

㈲
特
例
障
害
年
金
（
障
害
一
時
金
）

の
支
給
（
新
設
）

大
東
亜
戦
争
（
昭
和
十
六
年
十
二
月

八
日
）
以
降
内
地
等
で
勤
務
に
関
連
し

て
負
傷
や
り
病
し
た
軍
人
（
文
官
）
軍

属
（
準
軍
属
）
に
特
例
障
害
年
金
（
障

害
一
時
金
）
を
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ

た
（
公
務
障
害
年
金
（
一
時
金
）
の

娃
1
0
頼
）

左
記
の
特
別
給
付
金
は
今
回
の
改
正

に
よ
り
次
の
該
当
者
に
四
十
六
年
十
月

一
日
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
、
戦
没
者
等
の
糞
に
対
す
る
特
別
給

付
金
（
二
十
万
円
）

の
満
洲
開
拓
青
年
義
男
隊
員
の
妻
で
昭

和
四
十
五
年
十
月
一
日
に
遺
族
給
与

金
を
受
け
た
者

㈲
事
変
地
、
戦
地
で
在
職
期
間
内
に
死

亡
し
た
軍
人
草
原
の
葵
で
昭
和
四
十

五
年
十
月
一
日
に
遺
族
年
金
を
受
け

た
者

二
、
戦
傷
病
者
等
の
糞
に
対
す
る
特
別

≒
謹
鞋
鮮
詔
一

昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
に
不
具
廃

疾
の
程
度
が
傷
病
年
金
の
第
四
款
症

（
陸
曹
年
金
等
は
第
五
款
痘
以
上
）

の
給
付
を
受
け
た
著
の
翼
。

三
、
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
ろ
特
別

給
付
金
（
十
万
円
）

の
満
洲
開
拓
昔
年
義
勇
隊
員
の
父
母
や

祖
父
母
で
昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日

に
遺
族
給
与
金
を
受
け
、
死
亡
者
の

死
亡
当
時
か
ら
本
年
九
月
三
十
日
ま

で
に
子
も
孫
も
い
な
か
っ
た
者
。

ま
た
は
死
亡
者
死
亡
当
時
同
じ
氏
の

子
や
孫
が
な
く
又
同
じ
氏
の
子
や
孫

も
で
き
な
か
っ
た
者
。

㈲
謡
蛮
地
、
戦
地
で
在
職
期
間
内
に
死

亡
し
た
軍
人
軍
属
の
父
母
や
祖
父
母

で
昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
に
遺
族

年
金
を
受
け
死
亡
者
の
死
亡
当
時
か

ら
本
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
子
も
孫

も
い
な
か
っ
た
者
、
ま
た
は
死
亡
者

の
死
亡
当
時
同
じ
氏
の
子
も
孫
も
な

く
本
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
同
じ
氏

の
子
も
孫
も
で
き
な
か
っ
た
看

◎
旧
金
環
勲
章
一
時
賜
金
受
飴
者
の
銀

杯
か
豊

満
洲
寧
変
ま
で
の
旧
金
謡
勲
章
年
金

授
与
者
に
は
金
十
万
円
が
支
給
「
旧
勲

章
年
金
受
給
者
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
言
号
）
」
さ

れ
だ
が
、
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日

付
で
金
窮
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
者
に
は

支
給
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
昭
和
三
十

八
年
四
月
一
日
の
生
存
者
へ
そ
の
後
の

死
亡
者
は
遺
族
）
に
今
回
特
別
措
置
と

し
て
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
銀
杯
が
贈
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
（
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ケタに変わります
・今の2ケ夕方内局番の末尾に1がつきます．

5月12日から

○北九州市の市内局番が
（蜜月を除く）

一
部
博
」

つ
き
の
と
お
り
、
町
長
秘
書
競
運
転

手
を
募
集
し
ま
す
の
で
希
望
者
は
役
場

庶
務
課
ま
で
申
し
出
く
だ
さ
い
。

記

一
、
職
種
　
町
長
秘
書
禁
運
転
手
（
臨

時）

一
、
条
件
　
の
女
柱

の
普
通
自
動
車
運
転
免
許

所
持
者
で
あ
る
こ
と
。

㈲
明
朗
に
し
て
健
康
で
あ

る
こ
と
。

㈲
年
令
、
学
歴
は
問
わ
な

い。

一
、
そ
の
他
　
自
筆
の
履
歴
書
（
写
真

貼
布
）
を
持
参
の
こ
と
。

一
、
応
募
〆
切
　
三
月
三
十
一
日

さ
い
ま
す
様
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

記

遠
賀
川
　
原
田
芳
之
助
氏⑧

〇
〇
一
〇

遠
賀
川
　
渡
辺
籍
樹
氏
⑤
〇
五
五
五

一
、
日
時
　
毎
月
第
三
月
曜
日

年
前
十
時
～
午
前
十
一

時
三
〇
分
ま
で

二
、
場
所
　
　
公
民
館
別
館

三
、
鞍
当
児
　
生
後
一
年
未
満

※
母
子
手
帳
は
必
ず
持
参
下
さ
い
。

三
一
月
の
乳
児
検
鯵
は
、
会
場
の
都
合

に
よ
り
中
止
し
ま
す
．

号
、
番
号
を
ひ
か
え
て
き

て
く
だ
さ
い
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
B
c
G
実

施
に
つ
い
て

3
月
1
2
日
か
ら
北
九
州

市
の
電
話
市
内
局
番
が

3
ケ
タ
に
変
わ
り
ま
す

穂
徳
公
社
で
は
、
北
九
州
市
（
呑
月

を
除
く
）
の
敏
活
の
市
内
局
番
を
、
3

月
戦
目
か
ら
、
左
表
の
と
お
り
3
ケ
タ

に
変
更
い
た
し
ま
す
。

北
九
州
市
の
友
人
、
ご
親
戚
、
お
取

引
先
な
ど
の
市
内
局
番
、
鱈
話
番
号
を

今
一
度
お
確
か
め
に
な
っ
て
、
お
手
元

の
鐙
霜
番
号
書
抜
表
の
ご
訂
正
を
お
忘

れ
な
く
…
…
。

月
　
日
　
四
月
三
日

時
　
間
　
十
四
時
～
十
五
時

場
　
所
　
公
民
館
本
館

該
当
者
　
生
後
2
ケ
月
よ
り
6
才
未
満

判
定
及
び
B
C
G
　
四
月
五
日

問
診
票
は
当
日
会
場
に
て
用
紙
に
記

入
の
こ
と
。

母
子
手
帳
は
必
ず
持
参
下
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談
日
の
お
知

ら
せ

消
費
者
の
皆
様
に
お
い
て
食
品
衛
生

に
つ
い
て
何
か
と
ご
意
見
、
ご
相
談
が

あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
諸

問
題
に
つ
い
て
従
来
は
保
健
所
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
食
品
衛
生
協
会

委
託
の
衛
生
指
導
貝
が
お
ら
れ
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
指
導
員
を
今
後
ご
利
用
下

十
八
才
未
満
の
児
童
が
三
人
以
上

（
内
一
人
が
五
才
未
満
）
に
な
り
ま
す

と
児
童
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
出
生
、
転
入
等
に
よ
り
毀

当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
至
急
請

求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詰
求
場
所
　
役
場
福
祉
係

持
参
晶
　
　
印
鑑
、
厚
生
年
金
等
に
加

入
の
方
は
そ
の
証
蕾
の
詔

相
談
日
　
　
三
月
二
十
三
日

時
　
間
　
午
後
一
時
－
四
時

場
　
所
　
町
公
民
館
広
間

受
付
内
容
　
生
活
苦
、
仕
車
、
家
庭
、

児
垂
、
教
育
、
そ
の
他
生

活
上
の
諸
問
題

I

I

I

I

i

I

▲

S

t

▼

～

－

次
の
方
々
か
ら
遠
賀
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に

御
仏
の
御
冥
福
を
お
祈
り
し
、
誌
上
を

借
り
て
披
態
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謁

一
金
一
封

故
松
井
掠
三
郎
様
　
尾
崎
　
松
井
広
実

技
加
藤
　
弘
一
様
今
古
賀
加
藤
行
雄

故
松
尾
美
知
子
桜
　
木
守
　
松
尾
　
徳

故
織
田
　
　
墓
標
　
旧
偉
　
観
由
一
麿

故
中
林
　
四
時
楼
　
広
漠
　
中
林
淑
子

敬
白
石
高
三
郎
桜
　
木
守
　
白
石
　
優

故
鶴
田
　
清
子
様
今
古
賀
鶴
田
義
人


